令和3年度の振り返り　　福岡市手をつなぐ育成会理事長　花田敏秀
　令和3年度は前年に引き続きコロナに翻弄され続けた一年となりました。それまで育成会の利用者や保護者、職員や関係者にはコロナに罹患したという報告はなかったのですが今回のオミクロン株の蔓延で職員や利用者にも感染する人が出て、事業所の休業を余儀なくされました。幸い現在の処、重症化は避けられていて、順次復帰をされています。今後コロナの状況がどう推移するのか予断を許しませんが予防に努めるとともに行政と相談をしながら、今回の初めての経験と言っても良い事態に対応していくということで進めていきます。
　各事業所や委員会の振り返りはそれぞれの担当責任者に譲りますが、令和3年度の事業の総括としてはコロナ禍の中にあって職員・関係者の努力で最小限の被害にとどめたというところに尽きると思います。
さて少し具体的に振り返れば令和3年度の上半期に職員の皆さんと相談して、中・長期事業計画「アクションプラン2030」を作成して関係者の皆さんに発表しました。このプランに沿って単年度の事業計画を進めていくことになります。PDCAサイクルでプランを作成し、それを実行して、必要に応じて評価し、修正していくというサイクルを回す段階に入っています。
次に委員会活動ですが今年度新たに従来の事業継続計画（BCP）作成委員会を統合する形でリスクマネージメント委員会を立ち上げました。法人の事業を継続していくための備えは災害への対応に限らず様々なリスクが考えられます。考えられうるリスクにできるだけ対応していくために、どういったリスクがありそれにどう対応していったら良いか施設長を始め職員の皆さんに考えていただきました。これからもリスク管理の観点からこの委員会活動を継続していきます。
第三に研修計画作成委員会をリニューアルして、法人職員全体の研修、法人で行う階層別研修、各事業所で行う業種別研修等の整理をして研修計画を作成していただきました。特に各事業所で、メンター
制度を作っていただき新人の教育に取り組んでいただくことにしています。
　第四に組織・人事・給与検討委員会で、4年ぶりに給与規程の見直しを行いました。人口減少社会・我が国の人口構造全体の高齢化へのシフト等で労働環境は大きく様変わりしています。この激変化に対する対応が必要となっています。引き続き令和4年度には60歳以降のモチベーションが下がらないような働き方について、施設長の皆さんと検討していきたいと考えています。
　第五はGHの在り方の検討です。早良区四箇に新たな建設用地を取得しましたので、このGHの利用者ニーズ、建て方、運営等を含めて、既存のものと一体的に運営するための在り方を検討するために早良ハウスの職員の皆さんで下半期より検討していただいています。
　第六は六本松の移転です。家主からの依頼で、六本松から新たに桜坂に事業所を移転しました。コロナへの対応のためできるだけ密をさけることができるスペースの確保、また利用者ニーズもあり従来より定員を増やすということを念願していましたが、どちらもその目的を果たすことができました。
　第7は里の移転計画です。令和3年度の予定であります建設用地の取得はできました。今後は建設の準備に入る段階ですが、建設資材の多くを輸入に頼っている我が国において、ウッドショックとロシアのウクライナ侵攻で先の見通しができにくい情勢になっています。このあたりの情勢を見極めながら、また専門家に相談しながら進めてまいりたいと思っています。
　　以上、はなはだ簡単ですが令和3年度の総括といたします。令和4年度も変わらず福岡市手をつなぐ育成会に対するご支援とご鞭撻をお願いします。

